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研究成果の概要（和文）：糖尿病のない妊婦では妊娠初期から中期にかけて安静時代謝量は変化せず、後期に増
加し、産後に元に戻るのに対して、糖尿病のある妊婦では、治療を行うことによって妊娠後期の増加が抑制さ
れ、全期間を通して一定であった。また糖尿病のある妊婦では、安静時代謝量が多いほど周産期合併症の頻度が
高いことを発見した。血糖コントロールが不良であるほど安静時代謝量は高値であった。母体除脂肪量と出生児
体重は正の相関を示し、巨大児予測の一助となる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Pregnant women without diabetes do not change their resting metabolic rate 
from early to mid-pregnancy, but increase in late-stage and return to normal after childbirth, 
whereas in pregnant women with diabetes, constant throughout the period. We also found that in 
pregnant women with diabetes, the higher the resting metabolism, the higher the frequency of 
perinatal complications. The poorer the glycemic control, the higher the resting metabolic rate. 
Maternal lean body mass and birth weight showed a positive correlation, suggesting that it may help 
predict large infants.

研究分野： 周産期医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
糖代謝正常妊婦では、妊娠前期、中期、後期にエネルギー付加量を増加させる栄養指導が従来の指針などで示さ
れているが、本研究結果からは、後期のみに付加量を増加させる栄養管理が妥当と考えられた。糖代謝異常妊婦
では、適切な血糖コントロールとともに、妊娠産褥期間を通して一律の栄養指導が妥当と考えられた。周産期合
併症を抑制するには、適切なエネルギー管理が極めて有用であることを示す重要な結果である。エビデンスに基
づく合理的な実用栄養管理を創ることで、安心安全な周産期医療に貢献する成果である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現在の妊婦栄養管理は妊婦一律であるため、栄養の過少や過多を招き、糖代謝異常妊婦の重篤な
周産期合併症を抑制できていない。 
２．研究の目的 
間接熱量測定、体組成計を用いて、糖代謝異常・正常妊婦の安静時代謝量を実測して解明すると
共に、患者個人の代謝量を基にしたテーラーメイド栄養管理を開発することを目的とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
わが国初の妊産婦代謝量データベース PREME を創始し、正常妊婦 300 例、糖代謝異常妊婦 100 例
にまでデータの蓄積を進めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 
４．研究成果 
正常妊婦では妊娠初期から中期にかけて安静時代謝量は変化せず、後期に増加し、産後に元に戻
るのに対して、糖代謝異常妊婦では、治療介入により後期の増加が抑制され一定の推移を示した。
また糖代謝異常妊婦では、安静時代謝量が多いほど周産期合併症の頻度が高いことを発見した。
血糖コントロールが不良であるほど安静時代謝量は高値であった。母体除脂肪量と出生児体重
は正の相関を示し、巨大児予測の一助となる可能性が示唆された。 
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